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における取組について
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資料３



１水素社会形成研究会

※＜第１回セミナー（９月１７日、オンライン開催）＞ 後日オンデマンド配信も実施
・富谷市における既存物流網と純水素燃料電池を活用した低炭素水素ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ実証(㈱日立製
作所） 他

※＜第２回セミナー（１０月１２日、リアル開催）＞ SDGs AICHI EXPO 2021にて開催
・中部国際空港における水素の利活用について（中部国際空港） 他

※＜第３回セミナー（１月２１日～２月１８日、オンデマンド配信） ＞ 中経局及び近隣県等と共催等
・カーボンニュートラル時代における水素政策の今後の方向性（資源エネルギー庁） 他

セミナーの開催(2021年度）
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目的

・水素エネルギーを巡る諸状況について情報共有し、水素エネルギー社会の形成に向けた機運を
醸成
・水素エネルギーを利活用したプロジェクトの立案・推進

組織

・設立：２０１５年３月
・会員数：１，４４７名（２０２２年１月末現在）

・ワーキンググループ：セントレア水素社会形成WG、セントレアFC産業車両導入促進WG
港湾における産業車両導入促進WG



２ FCV導入促進・水素需要拡大に向けた取組

あいち次世代自動車インフラ整備推進協議会（環境局と共管）
・あいちFCV普及促進協議会
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・２月９日 あいちFCV普及促進協議会 書面開催

・３月中旬 あいち次世代自動車インフラ整備推進協議会 書面開催（予定）

FCV需要実証事業

セントレアに立地する企業等へFCVを一定期間レンタルし、実際の企業活動において運用するこ
とで、社用車としてのFCV導入可能性や運用の課題等を検証。
・実証企業数：4者
・実証期間：1者あたり20日間

燃料電池フォークリフト普及モデル実証事業

• 燃料電池フォークリフトを導入する際は、専用の水素供給インフラ（水素ステーション）を設置す
る必要があるが、整備費用が高額であり、中小企業にとって過大な投資となる。

• 小型の簡易な充填装置を用いた試験運用を行い、中小企業でも燃料電池フォークリフトが導入
できるモデルを検証するため、実証事業を実施。

燃料電池産業車両導入促進

燃料電池産業車両導入費補助金による支援を実施 １９台分交付決定



中部圏の大規模水素社会実現に向けた取組
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・2050年のカーボンニュートラル達成に向け、中部圏において大規模水素サプライチェーンの社

会実装を地元自治体や経済団体等が一体となって実施するため、愛知県、岐阜県、三重県、名

古屋市、名古屋商工会議所、（一社）中部経済連合会、中部経済同友会及び中部圏水素利用協

議会と「中部圏における大規模水素社会実装の実現に向けた包括連携協定」を、2022年2月21

日に締結。

・この取組を推進するための「中部圏大規模水素サプライチェーン社会実装推進会議」を、同日

付で設立。

包括連携協定締結式
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（ １） 水素ステーション整備の取組

 補助制度の運用

水素ステーション整備費補助金、需要創出活動費補助金による支援を実施

今年度６件交付決定（ うち新規１件）

３．水素ステーション整備に向けた主な取組

（ ２） 国への要請活動

 規制見直しの要請

（ 3） 愛知県庁水素社会普及啓発ゾーンの運営

 西庁舎駐車場で移動式水素ステーションを運用し、

普及啓発活動を継続実施。
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愛知県内の水素ステーションマップ

整備中を含めた
３７箇所は日本一

３．水素ステーション整備に向けた主な取組

４



愛知県内の水素ステーションマップ
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４．その他
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○ 体験授業
 県内の工業を学ぶ高校生を対象に、FCVの構造や燃料電池の今後の可能
性に関するFCV専門講座を実施

○ 「SDGs AICHI EXPO2021」において、水素イベント（ 水素シンポジウム、
水素ステーション見学会及びブース展示） を実施

新型MIRAI実車を使用した実習

FCVについての座学

ブース展示の様子


